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はじめに
　昭和2年（1927）2月，東京音楽学校は，小学校
の唱歌教員養成を目的とする乙種師範科（1年制）
の生徒募集中止を決めた（1）。これについて，東京
音楽学校は，「近来，乙種師範科生徒ノ学力大ニ進
歩シ，教生ヲシテ授業ヲ擔當セシムルノ不適當ナル
ヲ認メタルニ依リ，本年度ハ乙種師範科生徒ノ募集
ヲ中止シ，甲種師範科（筆者注.中等音楽教員養成
を目的とする学科）生徒ヲ増募シタリ」（東京芸術
大学2003：63。読点筆者）と説明している。同年
3月，乙種師範科の最後の学生16名が卒業した。翌
3年1月，乙種師範科の生徒募集は当分中止となり，
以後，再募集はなかった。
　乙種師範科は，明治26年（1896）に設置された
小学唱歌講習科（10 ヵ月制）を引き継ぐ形で，明
治33年（1900）に設置された。小学唱歌講習料は，
東京音楽学校生徒の教育実習の場でもあり，本科師
範部および専修部の生徒が教生となって教えたが，
乙種師範科でも，甲種師範科および本科の生徒が教
生となって教えた。しかし，乙種師範科生徒の学力
が向上し，甲種師範科や本科の生徒が教えるレベル
ではなくなってくると，東京音楽学校は，乙種師範
科の生徒募集を中止し，その分，甲種師範科の生徒
の募集人数を増やすことにした（2）。
　こうして，東京音楽学校は，明治以来の唱歌教員
養成を打ち切った。近代日本の音楽教育は，まずは
小学校の唱歌教員の養成が急務だったので，東京音
楽学校の前身である音楽取調掛における唱歌教員養
成の始まりについては関心が払われ，先行研究もあ
るが（山住1967，東京芸術大学音楽取調掛研究班
1976），その終焉のついては意外と見過ごされてい
る。しかし，始まりと同様，終焉にも音楽史的な意
味があるはずであり，筆者は，乙種師範科の生徒の
学力向上という視点から唱歌教員養成の終焉を検証
してみたい。
１．小学唱歌講習科から乙種師範科へ
　小学唱歌講習科の入学資格は，明治26年の設置
時には，小学校教員免許状取得者に限定していた。
カリキュラムは，唱歌（単音。週６時間），オルガ
ン（週３時間），音楽理論・教授法（週１時間）で，
講習時間は月曜から金曜まで，午後３時30分より
およそ２時間とし，現職教員に配慮している。しか
し，明治30年の規則改正で，入学資格を男子は満
17歳以上，女子は満15歳以上とし，小学校教員免
許状取得者以外にも門戸を広げた。明治33年に乙
種師範科が新設され，東京音楽学校における唱歌教
員養成は，講習科から昇格し，正規の学科で行うこ
とになった。乙種師範科の入学資格は，高等小学校
卒業以上とした。カリキュラムもより充実し，音楽
科目に限っても，唱歌（週10時間），オルガン（週
３時間），楽理（週２時間），唱歌解釈（週２時間），
唱歌教授法（第３学期，週１時間）となった。なお，
唱歌，オルガン，楽理の３科目は甲種師範科および    
本科の生徒の担当であった（東京芸術大学1987：
444-445，448-449，467）。
　ところで，東京音楽学校の入試は，明治時代から
難関であった。乙種師範科も，東京音楽学校の受験
競争に巻き込まれた。実は，受験生たちから見ると，
唱歌教員を養成する乙種師範科は，中等音楽教員を
養成する甲種師範科，演奏家を養成する予科に比べ
ると，垣根の低い学科と映るようであった。
　まず，入学資格は，乙種師範科が高等小学校卒業
生であるのに対して，甲種師範科は師範学校，中学
校，高等女学校卒業生，予科は14歳以上であった。
また，入試で最も重視される唱歌は，乙種師範科は
「小学唱歌集初編ノ程度」と初級レベルであるのに
対して，甲種師範科は「小学唱歌集第三編ノ程度」
とレベルアップし，予科は「小学唱歌集ノ程度」で
あって，レベルに関しては不問に付した（東京芸術
大学1987：449）。従って，乙種師範科には，高等
小学校卒業以上の学歴をもち，小学唱歌集初編以上
の歌唱力がある者も受験する可能性があった。つま
り，唱歌教員を目指すというより，東京音楽学校に
入学することを優先し，甲種師範科や予科に比べて
唱歌の平易な乙種師範科を狙って受験することもあ
り得た。乙種師範科生徒の学力向上の背景には，東
京音楽学校の熾烈な入試があるだろう。
２．入学者の学歴の変化
　乙種師範科の生徒の学力向上を考える上で，明治
と大正の入学生の学歴の変化にも注目したい。表１
によれば，乙種師範科の明治42年度入学生18名（男
子３名，女子15名）の場合，高等小学校卒が最も
多く，11名（男子１名，女子10名）である。次いで，
師範学校講習科修了者が４名（男子１名，女子３名）
である。残り３名は中等教育を受けており，中学校
卒１名（男子１名），高等女学校卒１名（女子１名），
私立女学校卒１名（女子１名）である（東京芸術大
学2003：22）。ところが，大正12年度の規制改正
で，入試の唱歌について，「小学唱歌集初編の程度」
の部分が削除された（東京芸術大学2003：423）。
唱歌の初級レベル指定の解除は，受験生への影響が
少なくなかったであろう。実際，乙種師範科最後と
なる大正15年度入学生17名（男子３名，女子14名）
の場合，高等小学校卒はいなくなった。もちろん，
高等小学校卒業生も受験したのかもしれないが，合
格者は，男子全員中学校卒，女子は全員高等女学校
卒である（東京芸術大学2003：60－61）。ちなみに，
大正15年度の乙種師範科の入試は，志願者が83名
で（男子24名，女子59名）（東京芸術大学2003：
59），約５倍の倍率であった。大正末期の乙種師範
科は，もはや，高等小学校卒業程度の唱歌の実力で
は，難関の入試に合格するのは難しかったのではな
いだろうか。
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　次に，表2では，大正15年度入試の合格者の学歴
を学科別にまとめてみた。予科，甲種師範科，乙種
師範科の３学科ともに，合格者は，中等教育修了者
ばかりである。ただし，小学校教員養成の師範学校，
女子師範学校の卒業生の場合，志望学科は，中等学
校教員養成の甲種師範科に集中している。それに対
して，中学校や高等女学校の卒業生の志望学科は，
予科，甲種師範科，乙種師範科の３学科に分散して
いる。それでも，中学校卒の男子の志望学科は，甲
乙２種の師範科よりも予科が多い。それに対して，
高等女学校卒の女子は，予科に12名，甲種師範科
に13名，乙種師範科に14名と，３学科に万遍なく
入学している。中学校や高等女学校卒業生たちは，
自分の音楽能力に照らし合わせて，乙種師範科も一
つの選択肢として受験したと推測される。
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３．乙種師範科の生徒たちの進学熱
　乙種師範科にも，予科や甲種師範科並みに，中等
教育修了者が数多く入学するようになると，乙種師
範科生徒の卒業後の進路も注目されてくる。実は，
乙種師範科では，明治時代から，予科・本科，甲種
師範科に進学する者や，選科で音楽修行を続ける
者が見受けられた（坂本2006：58－59）。そこで，
大正年間の乙種師範科入学生（大正２年度～ 15年
度入学生）の修学状況も調査してみた。調査資料は
次のとおりである。
『東京音楽学校一覧』大正２年度版～昭和２年度
版（大正12年度版のみ未見（3））
『第四臨時教員養成所一覧』大正11年度版，同14
年度版，同15年度版
『臨時教員養成所一覧　大正12年10月現在』
『東京音楽学校・第四臨時教員養成所一覧』昭和
３年度版～昭和６年度版
以上，国立国会図書館所蔵
　本稿では，生徒全員の修学状況を個別には提示し
ないが，表３に，大正年間の乙種師範科の入学者，
卒業者（最短の１年），中退者，過年度卒業者の人
数と，中退または卒業後の進学者人数を年度別にま
とめた。
　表３によれば，大正年間の乙種師範科では，卒業
後または中退して，予科に入学し本科声楽部・器楽
部を卒業する者，甲種師範科に入学し卒業する者が
続出した。選科を卒業する者は少数であった。ま
た，中等音楽教員を増産するため，大正11年に東
京音楽学校内に第四臨時教員養成所が設置される
と，さっそく，乙種師範科からも合格者が出た。特に，
大正14年度，そして乙種師範科最後となる15年度
の入学者からは，それぞれ４名も第四臨時教員養成
所へ進学した。乙種師範科に入学したものの，小学
校の唱歌教員に甘んじることができず，実際，予科
や甲種師範科，あるいは第四臨時教員養成所に合格
できるほどの実力の持つ生徒は少なくなかったので
ある。そこで，乙種師範科から予科・本科，甲種師
範科，選科，第四臨時教員養成所への進学者たちの
軌跡を跡づけてみよう。
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備考：『東京音楽学校一覧』，『第四臨時教員養成所一覧』『東京
音楽学校・第四臨時教員養成所一覧』より作成。進学者
のうち，声卒は本科声楽部卒業者，器卒は本科器楽部卒
業者，甲卒は甲種師範科卒業者，臨卒は第四臨時教員養
成所卒業者，他は修業証明書取得者（外国人）を示し，
いずれも内数である。なお，大正12年度の入学者，中退
者の人数は同年度版『東京音楽学校一覧』未見のため不
明である。
（1）予科・本科への進学者
　乙種師範科を卒業または中退し，予科に入学して
本科を卒業した者は，入学順に，次の７名である。
①　田村　熊蔵　大正５年乙種師範科入学，中退
→同６年予科入学→同10年本
科器楽部（ピアノ）卒業。
②　馬場　ハル　大正８年乙種師範科入学，同９
年卒→同12年予科入学→昭和
                   
    
２年本科声楽部卒業。
③　内田　幸子　大正７年選科（唱歌）→同８年
乙種師範科入学，同10年卒業
（１年留年）→同10年選科（唱
歌，ピアノ）→同11年予科入
学→同15年本科声楽部卒業。
④　西山　晴江　大正９年選科（唱歌）→同10年
乙種師範科入学，同11年卒業
→同11年予科入学→昭和２年
本科声楽部卒業（卒業演奏会出
演）。
⑤　河原喜久恵　大正10年乙種師範科入学，中退
→同12年予科入学→昭和２年
本科声楽部卒業（卒業演奏会出
演）→昭和４年研究科声楽部修
了。
⑥　多田　　操　大正11年乙種師範科入学，同
12年卒業→同12年予科入学→
昭和２年本科器楽科（オルガン）
卒業。
⑦　鳥居善次郎　大正11年選科（唱歌）→同13
年乙種師範科入学，同14年卒
業→同14年選科（唱歌，オル
ガン）→昭和２年予科入学→昭
和６年本科器楽部（オルガン）
卒業。
　予科への進学は，容易ではなかった。乙種師範科
入学以前から，③の内田，④の西山，⑦の鳥居の３
名は，選科に在籍し，入試に備えていたと察せられ
る。予科への進学者のうち，乙種師範科を卒業した
年に，予科への入学を果たした者は，④の西山，⑥
の多田の２名にすぎない。①の田村と⑤の河原は，
乙種師範科を中退し，③の内田は乙種師範科を１年
留年し，その分，受験準備に励んで予科に合格でき
たのであろう。さらに③の内田と⑦の鳥居は，乙種
師範科卒業後も選科に在籍し，受験準備をしている
ほどである。それでも，予科に合格し，声楽部に進
んだ西山晴江と河原喜久恵は成績優秀で，卒業演奏
会（4）に抜擢された。卒業演奏会では，西山はハイ
ドン作曲のオラトリオ『天地創造』より天使ガブリ
エルのアリアを歌った。河原はマーラー作曲の歌
曲「吾は好みて緑の森を行きたりIch ging mit Lust 
durch einen grünen Wald」（『若き日の歌』第７
曲），「誰が此小歌を考へしかWer hat dies Liedlein 
erdacht ？」（『子供の魔法の角笛』第4曲）を歌っ
た（東京芸術大学1993：4－5）。ちなみに，卒業
演奏会にマーラーの歌曲で出演した生徒は，河原が
最初である。卒業後，河原は研究科に進学した。
（2）甲種師範科への進学者
　乙種師範科を卒業し，甲種師範科に入学して卒業
した者は，入学順に，次の10名（外国人１名を含む）
である。
①　陳蒙（支那人）　大正２年選科（唱歌）→同
３年乙種師範科入学，同４年卒
業→同４年甲種師範科入学→同
７年３月修業証明取得。
②　中島　英子 大正３年乙種師範科入学，同４
年卒業→同５年甲種師範科入
学，同８年卒業。
③　大江　ヒデ 大正６年乙種師範科入学，同７
年卒業→同７年甲種師範科入
学，同10年卒業。
④　今井　幸恵 大正７年乙種師範科入学，同８
年卒業→同９年甲種師範科入
学，同12年卒業。
⑤　池田　やす 大正７年乙種師範科入学，同８
年卒業→同９年甲種師範科入
学，同12年卒業。
⑥　井上　タカ 大正6，7年選科（唱歌，７年
はピアノ兼修）→同８年乙種師
範科入学，同９年卒業→同９年
甲種師範科入学，同12年卒業。
⑦　山岡　美枝 大正10年乙種師範科入学，同
11年卒業→同11年甲種師範科
入学，同14年卒業。
⑧　岡田　松枝 大正12年乙種師範科入学，同
13年卒業→同14年甲種師範科
入学，昭和３年卒業。
⑨　阿部　ハル 大正13年乙種師範科入学，同
14年卒業→同14年甲種師範科
入学，昭和３年卒業。
⑩　竹中　重雄 大正15年乙種師範科入学，昭
和２年卒業→同３年甲種師範科
入学，同６年卒業。
　上記の進学者のうち，①の陳，③の大江，⑥の井    
上，⑦の山岡，⑨の阿部の４名は，乙種師範科を卒
業した年に，甲種師範科への入学を果たした。
（3）選科に進学した者
　乙種師範科を卒業または中退し，選科を卒業した
者は，入学順に，次の4名（外国人１名を含む）で
ある。
①　長谷川誠治 大正２年乙種師範科入学，中退
→同５年12月選科（唱歌）卒業。
②　田中　孝子 大正３年乙種師範科入学，同４
年卒業→同10年12月選科（ヴァ
イオリン）卒業。
③　王素常（支那人）　大正４年乙種師範科入学，
中退→同12年３月選科（ピア
ノ）卒業。
④　金窪　良輔 大正６年乙種師範科入学，同７
年卒業→同15年３月選科（唱
歌）卒業。
　選科の生徒は非正規生の扱いになるが，マイペー
スで音楽修行ができる。乙種師範科から選科に進学
した者は少数ではあるが，上記の４名は，時間をか
けて卒業している。
（4）第四臨時教員養成所に進学した者
　第四臨時教員養成所は，中等音楽教員養成を目的
とするとはいえ，同じ東京音楽学校内にある３年制
の甲種師範科とは異なり，正規の学科ではなく，臨
時に設けられた２年制の速修コースである。それで
も，乙種師範科生徒にとって，第四臨時教員養成所
は，新たな進学先となり，実際，予科・本科や甲種
師範科よりも進学者が多かった。乙種師範科を卒業
し，第四臨時教員養成所に進学し，卒業した者は，
入学順に，次の16名である。
①　富安　とみ 大正６年乙種師範科入学，同７
年卒業→同９，10年選科（唱歌）
→同11年第四臨時教員養成所
入学，同13年卒業。
②　木村　貞子 大正９年乙種師範科入学，同
10年卒業→同12年第四臨時教
員養成所入学，同14年卒業。
③　毛利千代子 大正10年乙種師範科入学，同
11年卒業→同11年第四臨時教
員養成所入学，同13年卒業。
④　栗山　弘子 大正11年乙種師範科入学，同
12年卒業→同13年第四臨時教
員養成所入学，同15年卒業。
⑤　服部　道子 大正12年乙種師範科入学，同
13年卒業→同13年第四臨時教
員養成所入学，同15年卒業。
⑥　田中　良三 大正12年乙種師範科入学，同
13年卒業→同15年第四臨時教
員養成所入学，昭和3年卒業。
⑦　下野　　米 大正13年乙種師範科入学，同
14年卒業→同14年第四臨時教
員養成所入学，昭和2年卒業。
⑧　木村　　利 大正12年乙種師範科入学，同
14年卒業→同15年第四臨時教
員養成所入学，昭和4年卒業。
⑨　川原　勝久 大正14年乙種師範科入学，同
15年卒業→昭和4年第四臨時教
員養成所入学，同6年卒業。
⑩　岡田　正惠 大正14年乙種師範科入学，同
15年卒業→同15年第四臨時教
員養成所入学，昭和3年卒業。
⑪　船橋　祿江 大正14年乙種師範科入学，同
15年卒業→昭和5年第四臨時教
員養成所入学，同7年卒業。
⑫　江副　キク 大正14年乙種師範科入学，同
15年卒業→昭和2年第四臨時教
員養成所入学，同4年卒業。
⑬　藤澤　紫朗 大正15年乙種師範科入学，昭
和2年卒業→昭和3年第四臨時
教員養成所入学，同5年卒業。
⑭　高野　千代 大正15年乙種師範科入学，昭
和2年卒業→昭和4年第四臨時
教員養成所入学，同6年卒業。
⑮　中村　藤枝 大正15年乙種師範科入学，昭
和2年卒業→昭和2年第四臨時
教員養成所入学，同4年卒業。
⑯　三木　京子 大正15年乙種師範科入学，昭
和2年卒業→昭和2年第四臨時
教員養成所入学，同4年卒業。
　上記の進学者のうち，③の毛利，⑤の服部，⑦の
下野，⑩の岡田，⑮の中村，⑯の三木の６名は，乙
種師範科を卒業した年に，第四臨時教員養成所への
入学を果たした。
                   
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むすびに
　乙種師範科は，小学校の唱歌教員の養成学科であ
るため，入学資格を高等小学校卒業以上とした。そ
の結果，乙種師範科には，高等小学校卒業者だけで
なく，中等学校卒業者も入学したが，大正末期に
は，高等小学校卒業者はいなくなり，中学校卒業者
や高等女学校卒業者で占められ，生徒の学歴の点で
は，予科・本科や甲種師範科と変わらなくなってい
た。乙種師範科合格者の高学歴化は，生徒の学力向
上の大きな要因になったと考えられる。また，学力
向上に伴って，乙種師範科生徒のキャリア志向も明
治時代にも増して高まり，大正時代の乙種師範科か
らは，予科・本科や甲種師範科，第四臨時教員養成
所に進学する者が続出した。乙種師範科卒業後，浪
人をしないで，志望学科への合格を果たす者も少な
くなかった。このように，大正時代の乙種師範科に
は，優秀な生徒が集まるようになったが，逆に言え
ば，小学校の唱歌教員に甘んじたくないという生徒
が増えてきた。また，東京音楽学校自体も，乙種師
範科生徒の学力向上を見て，小学校により質の高い
唱歌教員を供給するよりも，むしろ，中等学校の音
楽教員を増産する方向に向かった。乙種師範科は，
生徒の学力向上によって，皮肉にも，唱歌教員の養
成学科としての存在意義が希薄になり，ついには生
徒募集を中止するという結末を迎えた。
　大正時代には，小学校教員に必要最小限の唱歌教
育は，全国の師範学校，女子師範学校で実施してい
たから，明治時代に音楽取調掛から受け継いだ東京
音楽学校の唱歌教員養成は，そろそろ役目を終える
時期になっていたと言えるかもしれない。しかし，
乙種師範科を廃止することは，東京音楽学校甲種師
範科，本科生徒の教育実習の場を失うことでもある。
乙種師範科の生徒募集中止とは，東京音楽学校にお
ける教員養成を中等音楽教員に一本化するととも
に，付属学校をもたない東京音楽学校にとって，実
習経験のない新人教員を，音楽教育の現場に大量に
放出することだったのである。
注
（1）ただし，『東京音楽学校一覧』は昭和３年版以
降も乙種師範科の規則を掲載している（東京芸術
大学2003：64）。
（2）しかし，甲種師範科入学者は，大正15年度の
29名（男子７名，女子22名）に対して，昭和２
年度は33名（男子10名，女子23名）で，４名増（男
子3名増，女子１名増）にとどまっている。昭和
３年度は39名（男子12名，女子27名）で，前年
度に対して，６名増（男子２名増，女子４名増）
にとどまっている。
（3）東京芸術大学の調査でも，『東京音楽学校一覧』
大正12年度版の所在は未確認である（東京芸術
大学2003：36）。
（4）乙種師範科では，そもそも生徒に人前で演奏
させるという考えはなかったので，卒業演奏会に
は無縁であった。
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